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人事や職場、外部支援者の側に立った取り組み
調査・解析部　　

ケ
ア
の
担
い
手
は
職
場
の
上
司
・

同
僚
が
中
心

　

一
般
的
に
、
そ
の
対
応
が
難
し
い
と
さ
れ

る
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
。
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
昨
年
六
月
に
発
表
し
た
「
職
場
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
対
策
に
関
す

る
調
査
」
結
果
（
農
・
漁
業
を
除
く
全
国
の

従
業
員
一
〇
人
以
上
の
民
間
事
業
所
五
二
五

〇
所
が
回
答
）
で
は
、
六
割
弱
の
事
業
所
で

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
問
題
を
抱
え
る
社
員
が

い
て
、
そ
の
う
ち
三
割
強
の
事
業
所
は
三
年

前
に
比
べ
て
そ
の
人
数
が
増
え
た
と
答
え
て

い
た
。
ま
た
、
約
四
分
の

一
の
事
業
所
に
、
過
去
一

年
間
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

上
の
理
由
に
よ
り
連
続
一

カ
月
以
上
休
職
、
も
し
く

は
退
職
し
た
人
が
い
た
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

を
抱
え
た
労
働
者
の
そ
の

後
の
状
況
に
つ
い
て
、
こ

こ
三
年
間
で
も
っ
と
も
多

い
パ
タ
ー
ン
は
、「
休
職
を

経
て
復
職
し
て
い
る
」（
通

院
治
療
な
ど
を
終
え
た
完

全
復
職
）の
割
合
が
三
七
・

二
％
と
も
っ
と
も
高
く
、

次
い
で
、「
休
職
を
経
て
退

職
し
た
」
が
一
四
・
八
％
、

「
休
職
せ
ず
に
通
院
治
療

等
を
し
な
が
ら
働
き
続
け

て
い
る
」
が
一
四
・
一
％
、

続
い
て
「
休
職
せ
ず
に
退

職
し
た
」（
九
・
八
％
）、「
休

職
を
経
て
復
職
後
、
退
職

し
た
」（
九
・
五
％
）、「
長

期
の
休
職
ま
た
は
休
職
、

復
職
を
繰
り
返
し
て
い
る
」（
八
・
二
％
）
の

順
。
完
全
復
職
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
一
方
で
、

「
結
果
的
に
退
職
し
た
」
ケ
ー
ス
が
も
っ
と

も
多
い
事
業
所
の
割
合
（「
休
職
を
経
て
退

職
し
た
」「
休
職
せ
ず
に
退
職
し
た
」「
休
職
を

経
て
復
職
後
、
退
職
し
た
」
の
合
計
）
も
三

分
の
一
強
を
占
め
、
両
者
が
ほ
ぼ
拮
抗
す
る

形
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
休
職
者
が
復
職
す
る
際
に
問
題

と
な
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ

（
複
数
回
答
）、「
ど
の
程
度
仕
事
が
で
き
る

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
を
あ
げ
る
事
業
所
の

割
合
が
約
六
割
と
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で

「
本
人
の
状
態
に
つ
い
て
、
正
確
な
医
学
的

情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
」
が
三
割
強
、「
本

人
に
合
う
適
当
な
業
務
が
な
か
っ
た
」
が
二

割
強
と
な
っ
て
い
る
。「
本
人
が
不
調
を
受

容
で
き
ず
休
職
前
の
職
場
に
復
帰
す
る
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
た
事
業
所

も
約
一
割
あ
っ
た
（
図
１
）。

　

そ
ん
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
を
ケ
ア

す
る
担
い
手
と
し
て
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て

い
る
の
は
、「
職
場
の
上
司
・
同
僚
」
が
ト
ッ

プ
で
約
四
割
。二
番
目
に
多
か
っ
た
の
は「
人

事
労
務
部
門
」
で
約
二
割
だ
っ
た
。

メンタルヘルスの新対応と
キャリア・コンサルタントへの支援

図１　休職者が職場復帰する際、問題となったこと（複数回答)

図２　メンタルヘルス対策の課題（複数選択)
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資料出所：連合「第７回労働安全衛生に関する調査」報告

資料出所：JILPT「職場におけるメンタルヘルスケア対策に関する調査」結果
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医
療
的
対
応
で
の
評
価
を
検
証

　

高
尾
医
師
は
、
東
京
と
大
阪
の
協
力
事
業

場
に
対
し
、
精
神
疾
患
に
罹
患
し
休
職
し
た

労
働
者
が
、
罹
患
前
の
よ
う
に
働
け
る
か
否

か
で
復
職
判
断
を
行
う
「
業
務
的
対
応
」
の

導
入
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
導
入
前
の

過
去
の
デ
ー
タ
を
収
集
。
精
神
疾
患
罹
患
労

働
者
の
業
務
遂
行
レ
ベ
ル
を
最
適
化
す
る
た

め
の
メ
ン
タ
ル
対
応
に
つ
い
て
、
従
来
の
精

神
疾
患
の
治
癒
状
況
を
中
心
に
復
職
対
応
を

決
め
る
「
医
療
的
対
応
」
と
、
同
医
師
の
唱

え
る
「
業
務
的
対
応
」
と
を
、
業
務
の
遂
行

面
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
に
よ
く
見
ら

れ
る
勤
怠
の
乱
れ
の
面
で
比
較
・
検
証
を
試

み
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

収
集
デ
ー
タ
は
、
協
力
を
得
ら
れ
た
一
九

事
業
場
の
う
ち
、
過
去
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
に
よ
る
休
職
者
が
発
生
し
て
い
て
、
な

お
か
つ
、
復
職
時
の
業
務
・
勤
怠
の
デ
ー
タ

が
二
〇
一
一
年
末
ま
で
に
取
得
で
き
た
八
事

業
場
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
き
た
し
た

七
八
人
か
ら
、
療
養
継
続
中
（
六
人
）
と
退

職
（
八
人
）、別
の
疾
患
で
長
期
療
養
中
（
一

人
）
を
除
い
た
六
三
人
（
同
一
社
員
が
複
数

回
の
療
養
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
た

め
、
延
べ
人
数
）
の
状
況
を
把
握
し
た
。

　

八
事
業
所
の
業
種
は
、
サ
ー
ビ
ス
、
化
学
、

製
造
、
建
設
、
出
版
、
人
材
派
遣
、
卸
売
。

事
業
場
の
規
模
は
、
一
〇
〇
～
二
九
九
人
が

四
事
業
場
、
三
〇
〇
～
九
九
九
人
規
模
と
一

〇
〇
〇
人
以
上
が
そ
れ
ぞ
れ
二
事
業
場
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
六
三
人
の
属
性
に
つ
い
て
は
、
性

別
は
男
性
五
二
人
、
女
性
一
一
人
、
年
齢
は

四
〇
歳
未
満
二
九
人
、
四
〇
歳
代
二
二
人
、

五
〇
歳
以
上
一
二
人
。
療
養
期
間
は
六
日
～

五
四
七
日
ま
で
（
平
均
一
四
七
・
七
日
、
中

央
値
一
〇
三
日
）
だ
っ
た
。

業
績
は
概
ね
Ｃ
評
価

　

ま
ず
、
業
務
の
遂
行
面
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
で
休
職
後
、
復
職
し
た
者
の
業
績

の
評
価
を
「
Ｓ
Ｄ
（
五
段
階
）
評
価
」
で
実

施
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
復
職
後
の

三
半
期
の
推
移
を
調
べ
て
い
る
。Ｓ
評
価（
五

点
）
か
ら
Ｄ
評
価
（
一
点
）
ま
で
一
点
刻
み

で
得
点
化
し
、
再
療
養
な
ど
で
評
価
が
な
い

期
間
は
〇
点
と
し
た
。

　

全
体
の
平
均
業
績
評
価
で
は
、
復
帰
直
後

の
半
期
は
一
・
九
八
、
次
の
半
期
は
二
・
〇

二
、
次
々
期
二
・
二
〇
で
、
三
期
を
通
し
た

平
均
業
績
評
価
は
二
・
〇
一
だ
っ
た
。
こ
の

結
果
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
か
ら
復
帰
し
た
社
員

の
復
帰
後
の
業
績
評
価
は
、
お
お
む
ね
Ｃ
評

価
前
後
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
対

象
者
数
は
、
復
職
直
後
は
五
六
人
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
五
〇
人
、
四
八
人
と
減
少
し
て
い

る
。

勤
怠
は
月
３
、
４
回
の
乱
れ
が

　

勤
怠
面
は
、
対
象
期
間
を
復
帰
後
六
カ
月

間
に
設
定
。
月
あ
た
り
の
遅
刻
・
早
退
、
欠

勤
、
事
前
申
請
の
な
い
有
給
休
暇
の
回
数
を

得
点
化
し
、
〇
回
（
五
点
）、
一
、
二
回
（
四

点
）
三
～
五
回
（
三
点
）、六
～
九
回
（
二
点
）、

一
〇
回
以
上
（
一
点
）
と
し
た
。
業
績
評
価

同
様
、
就
業
せ
ず
に
評
価
が
な
い
場
合
は
〇

点
と
し
て
デ
ー
タ
に
含
ま
れ
る
。

　

こ
ち
ら
は
、
一
～
六
カ
月
目
に
か
け
て
、

三
・
三
八
、
三
・
七
二
、
三
・
五
八
、
三
・

二
二
、
三
・
一
〇
、
二
・
八
九
、
二
・
九
三

と
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
低
下
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
た
。
半
年
通
し
て
の
平
均
勤
怠
得
点

は
三
・
三
八
点
。
こ
の
こ
と
は
、
一
月
あ
た

り
大
体
、
三
、
四
回
の
勤
怠
の
乱
れ
が
認
め

病
気
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
が
問
題

　

上
司
・
同
僚
な
ど
は
ケ
ア
を
求
め
ら
れ
て

も
、
知
識
や
理
解
が
乏
し
い
う
え
に
忙
し
く

て
そ
ん
な
余
裕
も
な
い
―
―
。
こ
う
し
た
職

場
の
困
惑
や
負
担
感
の
強
さ
を
産
業
医
と
し

て
肌
で
感
じ
続
け
た
末
に
、「
現
状
で
は
、
普

通
に
頑
張
っ
て
い
る
職
場
の
上
司
・
同
僚
、

人
事
労
務
部
門
が
す
で
に
有
し
て
い
る
ス
キ

ル
を
活
用
し
、
む
し
ろ
極
力
、
彼
ら
に
負
担

を
か
け
な
い
対
応
を
示
唆
す
る
こ
と
が
、
結

果
的
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の
予
後
の

改
善
の
た
め
に
も
な
る
」
と
の
視
点
で
考
え

る
の
が
、
岡
山
大
学
の
高
尾
医
師
の
ア
プ
ロ

ー
チ
。「
職
場
は
働
く
場
所
で
あ
る
」
こ
と

を
大
前
提
に
、
①
業
務
が
で
き
そ
う
か
否
か

を
上
司
が
判
断
す
る
②
で
き
そ
う
に
な
い
場

合
、
そ
れ
が
健
康
上
の
問
題
に
起
因
す
る
か

否
か
を
本
人
と
家
族
、
主
治
医
が
決
定
す
る

③
就
業
さ
せ
る
（
配
慮
を
付
け
る
）
か
否
か

を
人
事
と
産
業
医
が
判
断
す
る
―
―
と
の
三

段
階
で
復
職
の
可
否
を
判
断
す
る
も
の
だ
。

　

内
容
の
詳
細
は
、
本
誌
二
〇
一
一
年
七
月

号
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
要
は
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
応
を
会
社
が
考
え
る
場
合
、
病

気
を
訴
え
る
本
人
へ
の
支
援
に
ば
か
り
焦
点

が
当
た
り
、
部
署
と
し
て
の
生
産
性
が
低
下

し
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
同
僚
へ
の
過
度
の

負
担
か
ら
ド
ミ
ノ
倒
し
に
な
っ
た
り
す
る
状

況
は
望
ま
し
い
は
ず
も
な
く
、
繁
忙
感
の
強

い
職
場
が
現
実
的
に
許
容
で
き
る
範
囲
で
本

人
が
頑
張
っ
て
働
け
る
こ
と
を
し
っ
か
り
み

る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。
同
医
師
は
「
職
場

で
本
来
、
問
題
に
な
る
の
は
『
仕
事
が
で
き

る
か
ど
う
か
』
で
、
そ
こ
に
着
目
す
べ
き
な

の
に
、『
い
か
な
る
病
気
な
の
か
』
に
捕
ら
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
問
題
を
難

し
く
さ
せ
て
い
る
」
と
訴
え
る
。

ゆ
と
り
が
確
保
で
き
な
い
職
場
が

多
い

　

一
方
、
連
合
が
二
〇
一
一
年
に
実
施
し
、

先
ご
ろ
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
「
第
七
回
労

働
安
全
衛
生
に
関
す
る
調
査
」
報
告
（
事
業

場
の
支
部
・
分
会
組
合
三
三
六
一
件
の
回
答

を
集
約
）
で
も
、
過
去
三
年
の
間
に
約
三
分

の
二
の
事
業
場
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に

よ
る
休
業
者
が
発
生
。
う
ち
、
三
割
弱
の
事

業
場
で
休
業
者
が
増
加
し
て
い
た
。
そ
う
し

た
状
況
の
な
か
、
同
調
査
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
の
課
題
（
一
三
項
目
中
複
数
選
択
）

を
聞
い
て
い
る
。
結
果
は
図
２
の
通
り
。
統

一
的
に
定
め
た
基
準
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

う
え
に
、
ゆ
と
り
が
確
保
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
職
場
の
苦
悩
が
透
け
て
み
え
る
。

　

連
合
で
は
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
に
対

す
る
認
識
不
足
や
無
理
解
を
解
消
す
る
こ
と

が
ま
ず
も
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
に
対
し
取
り
組
む
ゆ

と
り
の
な
い
状
態
が
、
問
題
の
解
決
を
遠
ざ

け
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
指
摘
し

て
い
る
。

職
場
に
お
け
る
新
た
な
精
神
疾
患
罹
患

労
働
者
に
対
す
る
業
務
遂
行
レ
ベ
ル
で

の
メ
ン
タ
ル
対
応
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ら
れ
た
と
解
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ

ち
ら
の
対
象
者
数
は
、
企
業
に
デ
ー
タ
が
残

っ
て
い
な
い
な
ど
の
欠
損
が
あ
る
た
め
、
復

帰
直
後
の
業
績
評
価
の
人
数
よ
り
若
干
少
な

く
、
四
六
～
五
〇
人
の
間
で
増
減
し
て
い
る
。

性
別
は
女
性
、
年
代
で
は
40
代
が

悪
化
傾
向
に

　

復
帰
後
三
半
期
の
業
績
評
価
と
、
六
カ
月

間
の
勤
怠
評
価
の
推
移
を
性
別
で
眺
め
る
と
、

業
績
評
価
が
男
性
は
徐
々
に
改
善
す
る
の
に

対
し
、
女
性
は
復
帰
直
後
の
半
期
が
も
っ
と

も
高
く
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
低
下
す
る
。

勤
怠
評
価
は
、
男
女
と
も
に
徐
々
に
低
下
し

て
い
く
傾
向
が
読
み
取
れ
る
が
、
男
性
は
三

カ
月
目
、
女
性
は
二
カ
月
目
か
ら
の
低
下
が

顕
著
だ
っ
た
。
年
代
別
で
は
、
五
〇
歳
代
以

上
は
、
業
績
・
勤
怠
と
も
に
改
善
傾
向
を
示

す
の
に
対
し
、
四
〇
歳
代
は
ど
ち
ら
も
低
下

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
復
帰
前
の
療
養
期
間
別
の
業
績
・

勤
怠
評
価
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
療
養
期

間
「
六
〇
日
超
九
〇
日
以
下
（
二
、
三
カ
月

程
度
）」
の
人
が
も
っ
と
も
良
好
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
の

疾
患
の
重
症
度
が
影
響
し
た
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。

　

そ
れ
以
外
の
療
養
期
間
に
つ
い
て
は
、
①

一
カ
月
未
満
の
場
合
、復
帰
後
の
翌
期
、翌
々

期
と
低
下
し
て
い
く
②
一
～
二
カ
月
、
三
～

六
カ
月
も
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、
二
、
三
カ

月
に
は
劣
る
―
―
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ

た
。

　

今
回
の
デ
ー
タ
に
限
っ
て
整
理
す
る
と
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
か
ら
復
職
し
た
人
は
、

業
績
評
価
は
復
職
後
一
年
超
の
期
間
で
五
段

階
評
価
の
大
体
、
下
か
ら
二
番
目
。
復
帰
後

六
カ
月
間
は
月
三
、
四
回
ぐ
ら
い
の
勤
怠
の

乱
れ
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
傾

向
は
男
性
よ
り
女
性
に
、
年
代
で
は
四
〇
歳

代
に
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

経
験
則
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
業
績
・

勤
怠
評
価

　

も
っ
と
も
、
今
回
の
デ
ー
タ
は
、
あ
く
ま

で
高
尾
医
師
が
進
め
る
「
業
務
的
対
応
」
を

導
入
す
る
以
前
の
も
の
で
、
い
わ
ば
「
協
力

事
業
場
に
残
存
し
て
い
る
記
録
を
掻
き
集
め

た
」
も
の
。
わ
け
て
も
、
中
小
規
模
の
事
業

場
が
ほ
と
ん
ど
と
な
れ
ば
、
業
績
評
価
一
つ

と
っ
て
も
、
そ
の
基
準
は
曖
昧
か
つ
バ
ラ
バ

ラ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
一
般
論
だ

が
、
中
小
企
業
は
人
事
・
評
価
制
度
な
ど
未

整
備
な
企
業
も
多
い
は
ず
。
例
え
、
制
度
が

整
っ
て
い
て
も
、
評
価
の
基
準
や
手
法
、
管

理
者
の
甘
辛
な
ど
、
デ
ー
タ
の
中
味
に
統
一

性
が
あ
る
と
は
到
底
、
思
え
な
い
。
こ
う
し

た
疑
問
に
対
し
、
高
尾
医
師
は
以
下
の
よ
う

に
解
説
す
る
。

　
「
評
価
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
デ
ー
タ
を

集
め
る
の
に
苦
慮
し
た
が
、
そ
れ
で
も
集
ま

っ
た
と
こ
ろ
は
自
ら
の
評
価
制
度
を
有
し
て

い
て
、
そ
れ
に
沿
っ
た
評
価
を
行
っ
て
い
た
。

上
司
の
甘
辛
や
復
職
者
を
一
般
従
業
員
と
同

じ
基
準
で
評
価
し
て
い
る
か
否
か
も
、
指
摘

さ
れ
た
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
。『
ウ
チ
は
病
気

の
人
に
ど
う
し
て
も
甘
く
な
る
か
ら
』
な
ど

の
但
し
書
き
付
き
で
デ
ー
タ
を
く
れ
た
担
当

者
も
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
導
入
前
だ
か

ら
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
し
、
そ
う
い
う
状
況

で
集
め
て
も
『
大
体
、
業
績
評
価
は
（
Ｄ
は

元
々
、
ほ
と
ん
ど
付
け
な
い
も
の
な
の
で
）

Ｃ
程
度
、
勤
怠
も
週
一
回
ぐ
ら
い
は
乱
れ
る

だ
ろ
う
』
と
の
予
測
は
し
て
い
て
、
そ
の
通

り
だ
っ
た
。
曖
昧
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま

で
だ
が
、
要
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ

う
し
た
視
点
で
の
メ
ン
タ
ル
対
策
評
価
の
報

告
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
点
で
意
義
は
あ
る

し
、
経
験
則
で
職
場
が
『
悩
ま
し
い
』
と
困

る
ぐ
ら
い
で
あ
る
こ
と
を
、
今
回
、
数
値
化

し
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
」

中
小
企
業
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

　

な
ら
ば
規
模
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
聞

き
た
い
。
取
材
を
し
て
い
る
と
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
の
扱
い
に
困
っ
て
い
る
の
は

比
較
的
規
模
の
大
き
い
企
業
が
多
く
、
中
小

は
そ
れ
こ
そ
休
職
者
を
支
援
す
る
ゆ
と
り
な

ど
な
く
、
結
果
的
に
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
な
ぜ
、
協
力
す
る
事

業
場
が
中
小
中
心
に
な
る
の
か
。
高
尾
医
師

の
提
唱
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
説
明
会
に
は
、

多
く
の
企
業
が
参
加
し
、
関
心
を
示
し
た
大

企
業
の
担
当
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
と
聞
く
。

だ
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
大
企
業
は
こ
の
取

り
組
み
に
乗
っ
て
こ
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
「
中
小
と
い
っ
て
も
従
業
員
規
模
一
五
〇

～
三
〇
〇
人
程
の
中
規
模
事
業
場
が
ほ
と
ん

ど
。
支
援
対
象
も
、
正
社
員
に
限
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
協
力
事
業
場

に
よ
っ
て
は
、
実
際
に
は
多
数
の
契
約
社
員

な
ど
も
含
ん
で
一
〇
〇
〇
人
近
い
場
合
も
あ

る
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
な
中
小
よ

り
は
規
模
は
大
き
い
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
、

こ
の
規
模
の
事
業
場
が
協
力
し
て
く
れ
た
か

に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
提
起
す
る
『
業

務
的
対
応
』
が
、
表
面
的
に
は
労
働
者
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
判
断
す
る
こ
と
に
特
化
し

て
い
る
も
の
の
、
メ
ン
タ
ル
対
応
で
有
望
な

社
員
を
失
っ
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
『
何
か

出
来
る
こ
と
は
な
い
か
』
と
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
巡
ら
せ
て
い
た
人
事
労
務
担
当
者
に
心
理

的
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
と
い
う
点
（
か
つ
担
当

者
に
導
入
の
採
否
の
裁
量
権
が
直
接
的
に
あ

っ
た
こ
と
）
が
あ
る
だ
ろ
う
」

　
「
従
業
員
規
模
一
万
人
を
超
え
る
よ
う
な

大
企
業
は
既
に
『
医
療
的
対
応
』
に
も
と
づ

く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
整
備
し
て
お
り
、

そ
の
方
針
に
沿
っ
た
産
業
保
健
職
も
い
る
場

合
が
多
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
『
業
務
的
対

応
』
に
対
し
て
仕
事
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
印

象
を
少
な
か
ら
ず
持
つ
た
め
か
、
導
入
は
容

易
で
は
な
い
よ
う
だ
。
人
事
部
門
か
ら
し
て

も
、
既
に
産
業
保
健
職
が
担
う
体
制
が
出
来

て
い
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
仕
事
を
増

や
す
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
働
き
に
く

い
し
、
部
署
に
お
け
る
負
担
も
ラ
イ
ン
ケ
ア

の
名
の
下
に
上
司
任
せ
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
は
人
事
か
ら
は
実
感
し
に
く
く
、『
普
通
に

仕
事
が
で
き
な
け
れ
ば
復
職
さ
せ
な
い
』
こ

と
を
原
則
と
す
る
施
策
に
魅
力
を
感
じ
な
か

っ
た
り
も
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
大
企
業
は
、

同
業
他
社
な
ど
の
成
功
例
が
な
い
と
、
な
か

な
か
新
し
い
施
策
を
打
と
う
と
は
な
ら
な
い
」

　
「
そ
の
点
、
中
小
企
業
の
人
事
労
務
担
当

は
良
く
も
悪
く
も
何
で
も
屋
で
、
メ
ン
タ
ル

対
応
も
自
ら
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か

ら
、『
い
く
ら
で
も
手
間
暇
を
か
け
て
、
わ
ず

か
で
も
成
果
を
あ
げ
よ
う
』
な
ど
と
い
っ
た

感
覚
は
な
い
し
、
部
署
や
会
社
全
体
へ
の
生

産
性
の
面
で
の
影
響
も
十
分
に
感
じ
て
い
る

た
め
に
『
き
ち
ん
と
働
か
せ
る
こ
と
』
の
重

要
性
へ
の
理
解
が
早
い
点
も
あ
る
。
ま
た
、

手
間
暇
か
け
て
も
結
局
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
実
体
験
を
持
つ
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と

も
決
め
手
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

デ
ー
タ
が
増
え
て
も
傾
向
は
変
わ

ら
ず

　

評
価
の
捉
え
方
や
中
小
企
業
が
集
ま
っ
た

こ
と
な
ど
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
確
か
に
そ

う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
導
入
前
の
デ
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疾
病
を
抱
え
る
人
も
精
神
的
な
疾
患
だ
け
で

な
く
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
は
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
だ
け
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
か
か
る
職
場
の
負
担

が
大
き
く
な
り
す
ぎ
れ
ば
、
職
場
の
士
気
が

減
退
し
、
企
業
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
支
援
を
行
う
側
で
気

に
な
る
存
在
が
い
る
。
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
資

格
を
取
り
、
企
業
内
や
就
職
支
援
機
関
な
ど

で
、
働
く
人
や
働
き
た
い
人
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
の
っ
て
い
る
人
た
ち
だ
。

活
動
領
域
・
人
数
と
も
に
広
が
り

み
せ
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

　

厚
生
労
働
省
は
二
〇
〇
一
年
の
職
業
能
力

開
発
促
進
法
の
改
正
以
降
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
普
及
促
進
と
、
そ
れ
を

担
う
専
門
人
材
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
要
請
を
推
進
し
て
き
て
お
り
、

二
〇
一
一
年
三
月
末
現
在
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
約
七
万
人
を
数
え
る
と
い

う
。
活
動
の
幅
も
就
職
支
援
機
関
や
企
業
に

と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
な
ど

に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
厚
労
省
職
業
能
力
開
発

局
育
成
支
援
課
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
の

「
平
成
二
三
年
度
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
研
究
会
」（
座
長
：
諏
訪
康
雄
・
法
政

大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
教
授
）
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
活
動
領

域
・
人
数
と
も
に
広
が
り
を
み
せ
る
な
か
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
経
験
交
流
会
や
実
務

研
修
な
ど
で
質
の
確
保
・
向
上
を
図
る
だ
け

で
な
く
、
活
用
機
関
が
期
待
す
る
役
割
や
ニ

ー
ズ
を
探
り
、
そ
れ
に
応
え
う
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
観
点
で
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
活
用
機
関
に
対
し
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
三
月
二
九
日
に

報
告
書
を
公
表
し
た
。
そ
の
う
ち
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
あ
り
方
に
焦
点
を
当
て
た
「
部
会
」（
座

長
：
石
﨑
一
記
・
東
京
成
徳
大
学
応
用
心
理

学
部
教
授
）
の
報
告
部
分
か
ら
、
企
業
領
域

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
民
間
就
職
機
関
な
ど
就

職
支
援
領
域
部
分
を
中
心
に
読
み
解
く
。

　

報
告
書
は
ま
ず
、
前
年
度
（
二
〇
一
〇
年

度
）、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活

動
実
態
の
把
握
を
目
的
に
行
っ
た
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
実
態
調

査
（
標
準
レ
ベ
ル
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
［
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
技
能
士
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金

の
支
給
対
象
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
能
力
評
価
試
験
合
格
者
等
］
お
よ
び

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
す
る

機
関
［
一
般
の
企
業
、
教
育
機
関
、
民
間
就

職
支
援
企
業
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
］）
の
結
果
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
の
有
資
格
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
①
活
動
領
域
は
公
的
就
職
支
援
機
関

が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
企
業
、
大
学
等
、

民
間
就
職
支
援
機
関
、
地
域
な
ど
の
順
だ
っ

た
②
課
題
と
し
て
「
認
知
度
が
不
足
し
て
い

る
」「
処
遇
（
就
業
形
態
、
報
酬
等
）
が
十
分

で
な
い
」「
力
量
が
十
分
で
は
な
い
」「
相
談
・

支
援
を
行
う
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
」「
関
係

者
間
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
難
し
い
」
な
ど

を
あ
げ
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
四
割
程
度
存
在
し

て
い
た
③
学
習
が
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
に

つ
い
て
は
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ス
キ
ル
」

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
解
」「
社
会
・

経
済
動
向
」
な
ど
を
あ
げ
る
人
が
多
か
っ
た

ー
タ
の
数
自
体
が
ま
だ
少
な
い
だ
け
に
、
こ

の
結
果
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
見

極
め
は
難
し
い
。

　
「
今
回
の
デ
ー
タ
は
、
自
分
た
ち
が
産
業

医
と
し
て
体
感
し
て
き
た
印
象
と
ほ
ぼ
同
じ

よ
う
な
結
果
が
出
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
人
事
労
務
部
門
が
多
忙
を
極
め
た
こ
と

な
ど
も
影
響
し
て
、
デ
ー
タ
の
収
集
が
遅
れ

た
が
、
こ
れ
を
と
り
ま
と
め
た
昨
年
末
時
点

か
ら
三
カ
月
強
を
経
て
、
今
は
事
業
所
、
復

職
者
と
も
、
ほ
ぼ
倍
の
デ
ー
タ
が
出
て
き
て

い
る
。
具
体
的
に
は
一
六
事
業
場
、
一
三
六

人
の
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て
お
り
、
業
績
評
価

は
平
均
二
・
一
三
、
勤
怠
は
平
均
三
・
四
八

に
な
る
な
ど
、
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
だ
。
今
後
は

導
入
前
の
収
集
デ
ー
タ
を
増
や
し
な
が
ら
、

導
入
後
に
出
て
く
る
デ
ー
タ
と
比
較
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

導
入
後
は
一
定
の
改
善
を
見
込
む

　

で
は
、
導
入
後
の
数
値
は
ど
う
な
る
と
予

測
し
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
導

入
後
も
、
業
績
評
価
は
三
期
、
勤
怠
評
価
は

復
職
後
半
年
の
評
価
を
み
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「『
業
務
的
対
応
』
に
は
職
務
を
遂
行
す
る

点
で
の
公
平
性
が
伴
う
。
復
職
者
は
当
面
は

上
司
・
同
僚
が
許
容
で
き
る
程
度
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
も
、
普
通
に
仕
事
が
で
き
る
こ

と
が
必
要
要
件
に
な
る
か
ら
、
業
績
評
価
は

一
ラ
ン
ク
ぐ
ら
い
上
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

勤
怠
に
つ
い
て
は
、
直
近
一
カ
月
間
で
三
、

四
回
も
休
む
と
再
療
養
を
提
案
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
当
然
良
く
な
る
」

　
「
業
績
評
価
は
、
復
帰
時
を
含
む
半
期
は

人
に
よ
っ
て
評
価
期
間
の
長
短
が
あ
り
、
比

較
の
た
め
に
は
、
ま
る
ま
る
半
年
の
評
価
が

必
要
に
な
る
の
で
、
復
職
後
、
最
低
二
半
期

は
取
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
勤
怠
に
つ
い

て
は
、
復
職
後
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す

る
期
間
は
最
大
で
半
年
と
考
え
て
い
る
。
長

期
に
渡
っ
て
管
理
下
に
置
い
て
周
囲
の
負
担

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
半
年
ぐ
ら
い
で
職

場
の
支
援
を
必
要
と
し
な
い
通
常
の
労
務
管

理
に
戻
す
べ
き
だ
か
ら
だ
」

　

高
尾
医
師
は
今
後
、
協
力
事
業
場
で
の
導

入
前
後
の
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い
、「
業
務
的

対
応
」
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
と
と
も
に
、

複
数
の
一
万
人
超
規
模
の
企
業
の
人
事
労
務

担
当
者
や
専
属
産
業
医
と
の
意
見
交
換
な
ど

を
通
じ
、
大
企
業
な
ど
で
も
導
入
支
援
を
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
を

進
め
て
い
く
と
い
う
。

　

高
尾
医
師
の
取
り
組
み
で
興
味
深
い
の
は
、

職
務
の
遂
行
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
人
事
労
務
部
門
も
含
め
た
職

場
の
負
担
を
極
力
軽
減
す
る
こ
と
に
も
目
線

を
置
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

冒
頭
の
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
で
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
生
産
性
の
低
下
や
事
故

な
ど
、
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
負
の
影

響
を
与
え
る
と
み
る
事
業
所
が
九
割
弱
に
達

し
て
い
た
。
今
は
雇
用
形
態
が
多
様
化
し
て

価
値
観
も
人
そ
れ
ぞ
れ
。
育
児
や
介
護
な
ど

の
家
庭
的
事
情
を
有
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
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―
―
な
ど
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

他
方
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
活

用
機
関
の
調
査
か
ら
は
、
①
一
般
の
企
業
で

は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用

し
て
い
る
企
業
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
②

活
用
分
野
と
し
て
は
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関

す
る
相
談
」「
研
修
」「
若
年
社
員
の
職
場
定

着
」「
退
職
・
異
動
支
援
」「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

支
援
」
な
ど
だ
っ
た
③
民
間
就
職
支
援
企
業

に
お
い
て
は
、
既
に
相
当
程
度
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
―

―
こ
と
な
ど
が
把
握
さ
れ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
二

〇
一
二
年
度
に
は
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
た
め
に
、
企
業
、
就
職
支
援
、
教
育
、

地
域
の
活
動
領
域
ご
と
に
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
活
用
す
る
機
関
の
部
門
責
任
者
の

双
方
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
と
知
識
の
レ

ベ
ル 

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の
領
域
で

も
、
ま
ず
必
要
な
能
力
と
し
て
「
面
談
の
ス

キ
ル
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
ス
キ
ル
」
も
共
通
し
て
求

め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
領
域
で
「
職

種
・
業
界
に
つ
い
て
の
知
識
」、「
労
働
関
係

法
令
・
労
働
関
係
施
策
等
に
つ
い
て
の
知
識
・

理
解
」
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
求
め
ら
れ
て
い
る
ス
キ

ル
と
知
識
の
レ
ベ
ル
。
面
談
ス
キ
ル
を
み
る

と
、
企
業
領
域
は
「
傾
聴
等
基
本
的
な
面
談

ス
キ
ル
」、
就
職
支
援
領
域
で
は
「
求
職
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
力
」
な
ど
、「（
ス
キ

ル
を
）
高
め
続
け
る
こ
と
」
よ
り
も
「
ク
セ

や
偏
り
が
な
く
、
基
本
が
押
さ
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
他

方
、
知
識
面
で
は
、
基
本
を
押
さ
え
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
最
新
情
報
の
把
握
が
必
要
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
」
な

ど
を
求
め
る
度
合
い
も
高
い
。

企
業
領
域
に
お
け
る
留
意
点
と
は 

　

そ
う
し
た
各
領
域
共
通
の
必
要
能
力
に
上

乗
せ
し
て
、
企
業
領
域
で
活
動
す
る
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は
、「
社
員
の
現
状
・

立
場
等
の
理
解
」
や
「
社
内
の
制
度
・
風
土

の
理
解
」、「
職
務
遂
行
に
必
要
な
能
力
に
つ

い
て
の
理
解
」
な
ど
、
当
該
企
業
で
力
を
発

揮
す
る
た
め
の
ベ
ー
ス
と
な
る
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、企
業
内
で
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行

っ
た
こ
と
に
よ
る
効
果
を
目
に
見
え
る
形
で

示
し
て
い
く
こ
と
も
要
望
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
報
告
書
は
、
こ
う
し
た
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
う
え
で
留
意
す
べ
き
こ
と
と
し

て
、
企
業
で
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
求
め
ら

れ
る
水
準
自
体
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
「
企
業
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
期
待
す
る
役
割
や
、
そ
の
役
割

を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
能
力
が
か
な
り
異

な
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
人
事

と
も
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
会

社
に
対
す
る
不
満
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
言
い
づ
ら
い
こ
と
、
学
生
や
求
職
者
に
比

べ
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受

け
る
側
が
業
務
内
容
や
職
務
遂
行
に
必
要
な

能
力
に
つ
い
て
は
良
く
知
っ
て
い
る
こ
と
、

期
待
さ
れ
る
役
割
に
よ
っ
て
は
経
営
に
つ
い

て
も
一
定
程
度
は
把
握
し
て
お
か
ね
ば
い
け

な
い
場
合
が
あ
る
」

　

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
企
業
で
は
、
主

に
相
談
室
的
機
能
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
の

対
応
を
含
む
）
や
、
人
事
部
門
に
お
け
る
教

育
・
研
修
的
な
機
能
（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
等
を
含
む
）
を
期
待
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
が
、
な
か
に
は
、「
会
社
へ
の
提

案
、
働
き
か
け
を
行
う
」
こ
と
や
「
目
標
管

理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
一
歩

進
ん
で
、「
一
人
ひ
と
り
の
社
員
が
企
業
の
経

営
方
針
を
理
解
し
、
企
業
と
社
員
が
会
社
の

方
針
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
」
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
企
業
も
存
在
し

た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
幅
広
い
役
割
を
担
う
に
は
、「
企

業
に
お
け
る
現
場
経
験
や
リ
ー
ダ
ー
経
験
の

ほ
か
、
企
業
の
経
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
深

く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と

し
た
う
え
で
、「『
ま
ず
教
育
・
研
修
業
務
か

ら
経
験
さ
せ
て
い
き
た
い
』
と
す
る
企
業
が

複
数
あ
っ
た
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
側
と
し
て
も
意
識
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
企
業
内

で
の
活
動
領
域
の
拡
大
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
地
位
向
上
等
に
つ
な
が
り
う

る
も
の
で
あ
る
が
、
求
め
ら
れ
る
能
力
の
幅

が
広
く
な
り
、
同
時
に
、
何
を
学
習
す
べ
き

か
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
か
ら
留
意
が

必
要
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

企
業
の
な
か
に
は
中
小
規
模
の
企
業
も
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
外
部
人
材
で
あ
る
キ

ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
「
中
小
企
業

診
断
士
な
ど
の
専
門
家
と
同
じ
よ
う
に
活
用

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
若

年
社
員
の
定
着
支
援
の
ほ
か
、
経
営
方
針
の

理
解
・
浸
透
な
ど
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
た
」。

ま
た
、
経
営
者
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
か
ら
職
業
能
力
開
発
に
つ
い
て
の
情

報
な
ど
を
得
て
も
い
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
報
告
書
は
、「
中
小
企
業
で
は
、
キ

ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
普
及
は
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
大
企
業
に
比

べ
、
企
業
内
の
教
育
訓
練
が
充
実
し
て
い
な

い
う
え
に
、
自
己
啓
発
を
行
わ
な
い
者
の
割

合
が
高
い
な
ど
、
む
し
ろ
自
律
的
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
進
め
て
い
く
必
要
性
は
高
い
」
と

言
及
。
そ
の
一
方
で
、「
中
小
企
業
の
場
合
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
行
う
べ
き

業
務
の
総
量
は
そ
う
多
く
は
な
い
こ
と
か
ら
、

自
ら
の
社
員
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
学
ば
せ
た
り
、
自
ら
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
た
り
す
る

こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
い
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
外
部
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
進
め

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
も
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
た
だ
し
、
そ
の

場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
外
部
人
材
で

あ
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
組

織
の
外
に
お
い
て
も
『
専
門
家
』
と
し
て
活

躍
し
う
る
だ
け
の
高
い
レ
ベ
ル
の
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
」
と
記
し
て

い
る
。

就
職
支
援
領
域
で
留
意
す
べ
き
こ
と

　

一
方
、
就
職
支
援
領
域
で
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
は
、

「
求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」、「
求
職
者

の
就
職
支
援
」
な
ど
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る

能
力
は
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
力

な
ど
の
「
基
本
的
な
面
談
ス
キ
ル
」
と
、
労

働
市
場
や
求
人
企
業
の
実
態
に
関
す
る
理
解
、

職
種
・
業
界
に
関
す
る
知
識
、
労
働
関
連
法

令
の
知
識
な
ど
だ
っ
た
。
ま
た
、
就
職
支
援

機
関
の
な
か
に
は
、
労
働
市
場
に
応
じ
た
求

人
開
拓
や
実
務
経
験
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
・
交

渉
力
な
ど
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
う
え

で
留
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
報
告
書
は
、
第

一
に
、「
職
種
・
業
界
情
報
に
つ
い
て
、
一
般

的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
求
人
の
具

体
的
内
容
や
、
個
別
の
業
界
の
最
近
の
情
報

な
ど
の
高
い
レ
ベ
ル
の
知
識
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
こ
と
を
あ
げ
る
。
ま
た
、「
幅
広
い
知

識
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
自
分

に
と
っ
て
未
経
験
の
職
業
や
土
地
勘
の
な
い

業
種
に
関
連
す
る
最
新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
な
情
報
収
集
力
が
求
め
ら
れ
る
」

と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
、「
書
籍
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
二
次
的
な
情
報
や

マ
ク
ロ
的
な
情
報
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
自

ら
構
築
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
り
、

求
人
者
や
当
該
業
界
の
経
営
者
等
か
ら
直
接

情
報
を
得
る
な
ど
、
情
報
を
足
で
稼
ぐ
力
も

望
ま
れ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、「
公
的
と
民
間
の
別
に
よ
っ
て
、

ま
た
就
職
支
援
機
関
の
種
類
に
よ
っ
て
、
主

た
る
利
用
者
と
な
る
求
職
者
層
や
求
人
者
層

は
異
な
る
が
、こ
れ
を
意
識
し
た
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
」
と
訴
え
る
。
具
体
的
に
は
、
民
間
就

職
支
援
機
関
に
お
い
て
は
、「
そ
の
得
意
と
す

る
求
職
者
層
、
求
人
者
層
を
意
識
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
」、
公
的
就
職
支
援
機
関

で
は
、「
多
様
な
求
職
者
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
」
か
ら
、「
求
職
者
の
特
質
に

応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

と
し
、「
こ
の
た
め
、
基
本
的
面
談
ス
キ
ル
に

関
し
て
も
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
・
特
質
を
的

確
に
把
握
す
る
力
が
強
く
求
め
ら
れ
る
」
と

す
る
。 

　

第
三
に
は
、「
面
談
を
行
い
求
職
者
の
状
況

な
ど
を
把
握
し
た
う
え
で
、
労
働
市
場
に
つ

い
て
の
情
報
や
職
種
・
業
界
情
報
、
個
別
求

人
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
、
求
職
者
が
必
要

な
情
報
を
的
確
に
提
供
し
て
い
く
能
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
あ
げ
る
。
そ
の
際

に
は
、
①
求
職
者
に
よ
っ
て
助
言
内
容
や
表

現
方
法
を
変
え
る
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
的

確
に
提
供
し
て
い
く
力
と
、
②
大
づ
か
み
で

地
域
の
産
業
界
の
概
況
を
把
握
し
て
求
職
者

な
ど
に
説
明
す
る
力
、
③
個
別
求
人
の
具
体

的
な
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
力
―
―

が
要
求
さ
れ
る
。 

　

そ
し
て
、
第
四
と
し
て
、「
公
的
・
民
間
の

両
就
職
支
援
機
関
と
も
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
求
め
る
役
割
（
求
人
・
求
職

の
マ
ッ
チ
ン
グ
）
が
、
他
の
領
域
に
比
べ
て

非
常
に
明
確
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
、「
能
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
求
め
ら
れ
る
役
割
を
強

く
意
識
し
、
使
命
感
を
持
っ
て
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
」
必
要
性
も
書

き
込
ま
れ
て
い
る
。

活
動
領
域
に
応
じ
た
役
割
能
力
が

必
要
に

　

つ
ま
り
、「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
技
能
士
、
標
準
レ
ベ
ル
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
、キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い

て
、
各
活
動
領
域
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・

ス
キ
ル
は
学
ん
で
い
る
」
が
、
実
際
に
キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て

い
く
に
は
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
領
域
に
応
じ
た
役
割
能
力
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
報
告
は
、「
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る

能
力
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
ぐ
に
上
乗
せ

す
る
の
で
な
く
、
活
動
領
域
ご
と
に
、
さ
ら

に
必
要
な
能
力
と
そ
の
程
度
を
示
す
こ
と
」

が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
、「
必
要
と
さ

れ
る
レ
ベ
ル
が
高
ま
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
を

一
人
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
身

に
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
し
て
、「
そ
の

領
域
で
求
め
ら
れ
る
能
力
の
う
ち
ベ
ー
ス
と

な
る
部
分
に
つ
い
て
は
自
ら
身
に
つ
け
る
が
、

さ
ら
に
高
い
能
力
に
つ
い
て
は
、キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
一
人
ひ
と
り
が
必
要
な
知

識
・
ス
キ
ル
す
べ
て
に
習
熟
し
な
く
と
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、複
数
の
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
各
自
の
得
意
分
野
の
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
互
い
に
補
い
合
い
、

分
業
と
協
業
の
中
で
、
情
報
共
有
や
役
割
分

担
を
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
一
方
策
」

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
に
留
意

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
組
織
内
外
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
情
報
交
換
を
図
る
こ
と

も
、
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は

有
効
」「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
自
身

が
、
相
談
相
手
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
創

っ
て
お
き
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
く
こ
と

も
の
ぞ
ま
れ
る
」
な
ど
と
記
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
自
身
の
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
構
築
も
促
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
活

用
機
関
の
期
待
と
相
談
者
の
希
望
と
の
利
益

相
反
の
な
か
で
遂
行
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
く
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
ジ

レ
ン
マ
に
悩
む
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で

も
、
相
談
相
手
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
存

在
は
有
益
な
の
だ
そ
う
だ
。

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

実
情

　

ま
と
め
る
と
、「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
現
場
で
求
め

ら
れ
る
役
割
を
担
う
た
め
に
、
多
く
の
知
識

や
技
能
が
必
要
。
加
え
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
う
え
で
は
、
活
用

機
関
の
期
待
と
相
談
者
の
希
望
に
応
え
て
い

く
必
要
も
あ
り
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

も
活
か
し
て
、
双
方
の
ニ
ー
ズ
の
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

報
告
書
を
読
む
ほ
ど
に
、
支
援
す
る
側
へ

の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
と
難
し
さ
を
感
じ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
そ
ん
な
役
割
や
能
力
を
求
め
ら

れ
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
は
、

一
体
、
ど
ん
な
人
た
ち
で
、
ど
う
い
っ
た
待

遇
な
の
か
。

　

そ
こ
で
、前
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
三

三
三
九
人
の
標
準
レ
ベ
ル
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
回
答
）
に
戻
っ
て
改
め
て

属
性
を
み
て
み
る
と
、
年
齢
は
四
〇
歳
代
が

三
三
・
〇
％
を
占
め
て
ト
ッ
プ
。
次
い
で
五

〇
歳
代
が
二
七
・
一
％
、
六
〇
歳
代
（
二
〇
・

六
％
）、
三
〇
歳
代
（
一
七
・
九
％
）
で
、

三
〇
歳
未
満
は
一
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
性

別
は
男
女
ほ
ぼ
半
々
。
こ
の
う
ち
、
現
在
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
関
連
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
（
二
三
七
七
人
）

の
現
在
の
就
業
形
態
は
、「
非
正
規
社
員
・
職

員
（
契
約
、
嘱
託
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
）

と
し
て
組
織
内
で
活
動
」
が
三
九
・
六
％
と

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
正
規
社
員
・
職

員
と
し
て
組
織
内
で
活
動
」（
三
八
・
四
％
）、

「
フ
リ
ー
・
自
営
業
」（
一
三
・
八
％
）
に
な

る
。
ま
た
、専
任
（
専
業
）
か
兼
任
（
兼
業
）

か
を
み
る
と
、
専
任
が
四
四
・
六
％
、
兼
任

は
五
五
・
四
％
だ
っ
た
。

企
業
領
域
は
正
社
員
が
多
く
、
収

入
も
高
い

　

次
に
、
主
に
「
企
業
内
（
人
事
・
労
務
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
部
門
な
ど
）」
で
活
動

す
る
人
（
現
在
活
動
し
て
い
る
人
の
二
一
・

三
％
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
割
強
が
正
社
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員
の
兼
任
で
活
動
し
て
お
り
、
兼
任
の
場
合

の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
活

動
の
占
め
る
割
合
は
約
二
割
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
彼
ら
の
年
収
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
活
動
以
外
を
含
む
）
は
、

「
八
〇
〇
万
円
以
上
」
が
四
割
、「
五
〇
〇
万

円
以
上
八
〇
〇
万
円
未
満
」
が
三
割
半
な
の

に
対
し
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

関
連
活
動
に
限
定
す
る
と
「
月
一
〇
万
円
未

満
（
〇
円
含
む
）」
が
七
割
を
占
め
る
こ
と

が
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。

公
的
支
援
機
関
は
非
正
規
中
心
で

低
収
入

　

一
方
で
、
主
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
な
ど
の
「
公
的
就
職
支
援
機
関
」
で

活
動
す
る
人
（
同
二
五
・
九
％
）
に
つ
い
て

み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
（
八
六
・
二
％
）
が
非

正
規
職
員
で
、
正
規
職
員
は
五
％
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
四
分
の
三
強
の
人
が
専
任

で
活
動
し
て
お
り
、
兼
任
の
場
合
の
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
活
動
の
占
め

る
割
合
は
ほ
ぼ
半
分
だ
っ
た
。

　

年
収
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

関
連
活
動
以
外
を
含
む
）
は
、「
一
〇
〇
万
円

以
上
三
〇
〇
万
円
未
満
」
が
四
割
半
、「
三
〇

〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
」
が
四
割
と
、

他
の
活
動
領
域
に
比
べ
て
低
い
。
た
だ
し
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
活
動

に
限
定
す
る
と
、「
月
二
〇
万
円
以
上
」
が
六

割
、「
月
一
〇
万
円
以
上
～
二
〇
万
円
未
満
」

が
三
割
と
、
他
の
活
動
の
場
に
比
べ
て
一
定

以
上
の
収
入
が
あ
る
人
が
多
い
。

　

人
材
派
遣
会
社
、
人
材
紹
介
会
社
、
再
就

職
支
援
機
関
な
ど
、
主
に
「
民
間
就
職
支
援

機
関
」
で
活
動
す
る
人
（
同
一
五
・
四
％
）

は
、
正
社
員
が
四
割
半
、
非
正
規
社
員
が
三

割
半
、
フ
リ
ー
・
自
営
で
活
動
し
て
い
る
人

が
一
割
半
。
専
任
と
兼
任
が
ほ
ぼ
半
々
で
、

兼
任
の
場
合
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
関
連
活
動
の
占
め
る
割
合
は
三
割
半
と

な
っ
て
い
る
。

　

年
収
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

関
連
活
動
以
外
を
含
む
）
は
、「
五
〇
〇
万
円

以
上
」
が
四
割
半
で
「
三
〇
〇
万
円
以
上
～

五
〇
〇
万
円
未
満
」
も
三
割
半
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
活
動
に
限

定
す
る
と
「
月
二
〇
万
円
以
上
」
が
約
六
割

「
月
一
〇
万
円
以
下
」
は
約
四
割
に
な
っ
て

い
る
。

活
動
の
場
で
異
な
る
相
談
内
容

　

寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
も
活
動
の
場
で
大

き
く
異
な
る
。
相
談
内
容
と
し
て
多
い
も
の

（
調
査
時
点
で
の
直
近
一
年
間
、複
数
回
答
）

を
み
る
と
、
企
業
内
（
人
事
・
労
務
・
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
部
門
等
）
で
は
、「
現
在
の
仕

事
・
職
務
の
仕
事
」
が
五
六
・
九
％
と
も
っ

と
も
多
く
、
次
い
で
「
職
場
の
人
間
関
係
」

（
四
二
・
五
％
）、「
今
後
の
生
活
設
計
、
能

力
開
発
計
画
、
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
等
」（
四

〇
・
一
％
）、「
企
業
内
の
異
動
希
望
等
」（
二

五
・
七
％
）、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る

こ
と
」（
二
〇
・
〇
％
）
な
ど
の
順
。
公
的
就

職
支
援
機
関
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
な
ど
）
で
は
「
就
職
・
転
職
活
動
の
進

め
方
」
が
六
五
・
一
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

次
い
で
「
履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
・
添
削
等
」（
五
八
・
六
％
）、「
過
去

の
経
験
の
棚
卸
し
、
振
り
返
り
等
」（
三
六
・

九
％
）「
職
業
適
性
・
自
己
分
析
」（
二
八
・
九

％
）、「
面
接
の
受
け
方
」（
二
六
・
〇
％
）
だ

っ
た
。

　

民
間
就
職
支
援
機
関
（
人
材
派
遣
会
社
、

人
材
紹
介
会
社
、
再
就
職
支
援
機
関
な
ど
）

で
は
「
就
職
・
転
職
活
動
の
進
め
方
」
が
六

二
・
二
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
履

歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
・
添

削
等
」（
五
五
・
六
％
）、「
面
接
の
受
け
方
」（
三

四
・
八
％
）「
今
後
の
生
活
設
計
、
能
力
開
発

計
画
、
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
等
」（
二
四
・
一

％
）「
過
去
の
経
験
の
棚
卸
し
、
振
り
返
り

等
」（
二
三
・
六
％
）
現
在
の
仕
事
・
職
務
の

内
容
（
二
二
・
二
％
）
で
あ
っ
た
。

対
応
難
し
い
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題

　

一
方
、
直
近
一
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
相
談
内
容
で
、
対
応
が
も

っ
と
も
難
し
い
と
感
じ
る
相
談
内
容
を
、
現

在
の
主
な
活
動
の
場
別
に
み
る
と
、
企
業
内

で
は
「
職
場
の
人
間
関
係
」（
二
二
・
五
％
）

と
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
こ
と
」（
二

〇
・
八
％
）
が
、
と
も
に
二
割
を
超
え
て
多

く
、
公
的
就
職
支
援
機
関
で
は
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
こ
と
」（
二
二
・
九
％
）
と

「
発
達
障
害
に
関
す
る
こ
と
」（
一
九
・
五
％
）

が
突
出
し
て
お
り
、「
個
人
的
な
生
活
面
に
関

す
る
こ
と（
家
庭
生
活
や
人
間
関
係
な
ど
）」

（
一
〇
・
四
％
）、「
就
職
・
転
職
活
動
の
進

め
方
」（
一
〇
・
一
％
）
が
続
く
。
民
間
就
職

支
援
機
関
で
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
こ
と
」
が
二
七
・
四
％
で
抜
き
ん
出
て
い

る
ほ
か
は
、「
就
職
・
転
職
活
動
の
進
め
方
」

（
一
四
・
五
％
）、「
将
来
設
計
・
進
路
選
択
」

（
一
〇
・
四
％
）
が
続
い
て
い
る
。

　

程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
相
談
が
軒
並
み
多
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
ま
た
、
公
的
就
職
支
援
機
関

で
は
、「
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談
」、
企
業

に
関
し
て
は
「
職
場
の
人
間
関
係
」
に
ま
つ

わ
る
相
談
が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
だ
。

活
動
領
域
で
異
な
る
課
題
が

　

も
う
ひ
と
つ
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
関
連
活
動
を
行
う
上
で
の
課
題
（
複

数
回
答
）
を
現
在
の
主
な
活
動
の
場
別
に
み

る
と
、
企
業
内
で
は
「『
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
』『
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
』
と
い
う
も
の
が
知
ら
れ
て
い
な
い
」

が
四
六
・
四
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
相
談
・
支
援
を
行
う
環
境
（
場
所
）
が
整

っ
て
い
な
い
」（
四
二
・
五
％
）、「
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
自
分
自
身
の
力

量
が
十
分
で
な
い
」（
四
一
・
一
％
）
だ
っ
た
。

公
的
就
職
支
援
機
関
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
自
身
の
処
遇
（
就

業
形
態
、
報
酬
等
）
が
十
分
で
な
い
」
が
五

三
・
一
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
対
す
る
関
係
者
間
の
連

携
を
図
る
の
が
難
し
い
」（
四
〇
・
九
％
）、「
キ

ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
自
分

自
身
の
力
量
が
十
分
で
な
い
」（
四
〇
・
四
％
）。

民
間
就
職
支
援
機
関
で
一
番
多
か
っ
た
回
答

も
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

の
自
身
の
処
遇
（
就
業
形
態
、
報
酬
等
）
が

十
分
で
な
い
」
で
四
一
・
六
％
。
次
い
で
「
キ

ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
自
分

自
身
の
力
量
が
十
分
で
な
い
」（
三
七
・
三
％
）

だ
っ
た
。

　

非
正
規
で
働
く
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
圧
倒

的
に
多
く
収
入
も
低
い
公
的
職
業
支
援
機
関

と
、
企
業
に
比
べ
れ
ば
正
社
員
比
率
も
年
収

も
低
い
民
間
就
職
支
援
機
関
は
、
と
も
に
自

身
の
処
遇
の
不
十
分
さ
を
課
題
に
あ
げ
る
人

が
多
く
、
企
業
で
は
企
業
内
の
理
解
・
周
知

不
足
を
課
題
に
感
じ
る
人
が
目
立
つ
。

必
ず
し
も
直
結
し
な
い
資
格
取
得

と
待
遇
ア
ッ
プ

　

さ
て
、
手
元
に
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

が
二
〇
〇
九
年
、
同
協
会
認
定
の
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
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職務の転換ができた

職務の拡大ができた

待遇がよくなった

正規雇用で就職できた

自営で開業した

自信とゆとりができた

名刺・履歴書に書けた

他資格取得へ励みに

言動に注意するようになった

周囲の見る目がかわった

業務外相談が増えた

とくになかった

ボランティアで活動

その他

プレッシャーを感じた
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3.0％
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2.8％

5.9％

9.6％

17.3％

査
結
果
が
あ
る
。
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、

さ
ら
な
る
職
域
の
拡
大
や
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
な
ど
の
目
的
で
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
珍
し

く
な
く
、
実
際
、
同
調
査
結
果
で
も
、
同
協

会
認
定
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
有

資
格
者
が
回
答
者
一
万
四
七
七
六
人
の
二

五
・
一
％
に
達
す
る
。
さ
ら
に
、
他
団
体
認

定
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
七
・
九
％
い
る
。

関
連
す
る
デ
ー
タ
を
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。

　

同
協
会
認
定
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
、
資
格
取
得
後
の
状
況
の
変
化
を
尋

ね
た
設
問
（
三
つ
以
内
選
択
）
を
確
認
し
て

み
た
と
こ
ろ
、「
契
約
雇
用
が
決
ま
っ
た
」
が

三
九
・
八
％
で
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
、「
名

刺
・
履
歴
書
に
書
け
た
」（
三
〇
・
一
％
）、「
自

信
と
ゆ
と
り
が
で
き
た
」（
二
八
・
三
％
）、「
他

資
格
取
得
へ
励
み
に
な
っ
た
」（
二
三
・
三
％
）、

「
言
動
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
一
八
・

三
％
）、「
職
務
の
転
換
が
で
き
た
」（
一
七
・

三
％
）
―
―
な
ど
が
続
く
。「
待
遇
が
良
く

な
っ
た
」（
五
・
九
％
）
や
「
正
規
雇
用
で
就

職
で
き
た
」（
二
・
八
％
）、「
自
営
で
開
業
し

た
」（
二
・
二
％
）
は
低
い
数
字
に
と
ど
ま
っ

た
（
図
３
）。「
現
実
に
は
、
資
格
取
得
に
よ

っ
て
『
契
約
雇
用
』
で
の
就
職
が
主
と
な
る

よ
う
で
、『
正
規
雇
用
』『
自
営
』
は
な
か
な
か

難
し
い
」（
同
協
会
）
よ
う
だ
。

　

企
業
で
は
元
々
正
社
員
だ
っ
た
人
が
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
を
取
得
し
、
兼
務
的
に

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
の
で
正

社
員
比
率
も
年
収
も
高
い
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
専
門
に
求
人
を
出

す
職
業
支
援
機
関
は
、

専
業
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
仕
事
が
で
き
る

代
わ
り
に
就
業
形
態
は

非
正
規
で
収
入
も
低
め

に
設
定
さ
れ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
状
。
企
業

で
は
周
囲
の
理
解
不
足

の
う
え
に
他
の
業
務
と

の
兼
ね
合
い
を
見
な
が

ら
、
就
職
支
援
機
関
で

は
、
企
業
並
み
の
処
遇

は
な
か
な
か
望
め
な
い

な
か
で
、
今
後
は
そ
れ

ぞ
れ
雇
用
側
か
ら
求
め

ら
れ
る
要
望
も
踏
ま
え
、

相
談
者
と
所
属
機
関
双

方
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
な
が
ら
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
一

層
、
求
め
ら
れ
て
く
る

―
―
。
み
て
き
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、
そ
ん
な

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
像
が
浮
か
ぶ
。

関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
こ
と
は

　

話
を
前
述
の
「
部
会
」
報
告
書
に
戻
そ
う
。

報
告
書
は
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
活
躍
し
て
い
く
に
は
、
領
域
・
活
動

機
関
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
と
は
い
え
、「
必
要
と
さ
れ
る
レ
ベ

ル
」
が
高
ま
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
を
一
人
の

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
身
に
つ
け

る
こ
と
は
困
難
と
な
る
」
こ
と
を
認
め
た
う

え
で
、今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
行
政
、
活
動
機
関
そ
れ

ぞ
れ
に
要
望
を
書
き
込
ん
で
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は
、「
ま

ず
、
実
践
し
、
経
験
を
積
む
こ
と
」
と
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
経

験
を
積
む
中
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
や

疑
問
に
感
じ
た
こ
と
等
を
中
心
に
継
続
的
に

学
ぶ
こ
と
」、
さ
ら
に
は
「
組
織
へ
の
必
要

な
働
き
か
け
」
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　

行
政
は
、
個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
に
留

意
し
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
資
格
取
得
後
の
継
続
学
習
を
支
援
す
る

「
学
習
支
援
情
報
」
を
提
供
し
て
い
く
と
と

も
に
、
活
動
領
域
を
問
わ
ず
課
題
に
あ
げ
ら

れ
た
「
地
方
の
学
習
環
境
の
整
備
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

　

そ
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
活
用
す
る
機
関
に
対
し
て
は
、キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
理

解
を
促
進
す
る
ほ
か
、
期
待
す
る
役
割
や
求

め
る
能
力
を
明
確
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
伝
え
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
、
評
価
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
正
社
員
で

な
い
場
合
等
は
、
そ
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
も
明
記
し
て
い
る
。

　

な
お
、
報
告
書
は
、「
今
回
の
調
査
に
お
い

て
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活

用
す
る
機
関
の
期
待
す
る
役
割
等
に
つ
い
て

は
把
握
し
た
が
、
実
際
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
者
で
あ
る
相
談
者

に
つ
い
て
ま
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
対
象

と
は
し
な
か
っ
た
」
点
に
言
及
。
今
後
は
さ

ら
に
、「
相
談
者
の
視
点
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
効
果
等
を
把
握
・
分

析
し
、
活
動
領
域
の
ほ
か
、
相
談
者
の
属
性
、

相
談
目
的
等
に
よ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
能
力

等
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
付
記
し

て
い
る
。
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図３　キャリア･コンサルタントの資格取得後の状況の変化

資料出所：日本産業カウンセラー協会「産業カウンセラー等の実態調査」から関連する項目を抜粋


